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配点は [1]から順に 20 × 2, 30, 30点です．平均点は 32点，最高は 95点 (2人)でした．

[1] (1) fx(0, 0) = 0, fy(0, 0) = 0だから，f(x, y) = o(
√

x2 + y2)であるかどうかを調べ

ればよい．(x, y) → (0, 0)のとき，
f(x, y)√
x2 + y2

→ 0 だから，全微分可能であることがわかる．

あるいは偏微分を計算して C1級であることを示してもよい．
(2) fx(0, y) = −y, fy(x,0) = xだから，fxy(0, 0) = −1, fyx(0, 0) = 1となる．(つまりこ

の 2つは異なっている．)

[2] f(tx, ty) = t3f(x, y) の両辺を tで 2回微分して t = 1 とおけばよい．答は 6f(x, y).
(f(x, y) は 3次多項式とはかぎらない．)

[3] F (t) = et2(x2+y2)として，tについて Taylor展開したあと t = 1とおけばよい．答は
∞∑

k=

1
k!

(x2 + y2)k.

いきなりべき級数に展開しても正しい答が出るが，その時はそれが Taylor 展開であるこ
とは別に示さないといけない．


